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要   旨：    

目  的： 安定型冠状動脈性心疾患のある高リスク患者で、簡単な自己申告の食品頻度

アンケートで評価した食事パターンが重大な心臓血管系有害事象（MACE）と

関連するかどうかを判定すること。 

 

背  景： 地中海食事パターンは低い心臓血管系死亡率と関連した。 

      西洋の食事によくみられる食品が心臓血管系リスクと関連するかどうかは、

あまり確かでない。 

 

方  法： 「ダラプラディブ治療の開始によるアテローム性動脈硬化性プラークの安定

化(STABILITY)試験」に参加した 39ヵ国からの安定型冠状動脈性心疾患のあ

る患者 15,482人(97.8%)(平均年齢 67±9歳)が開始時に、ありふれた食品に関

する質問を含む生活様式のアンケートを完了した。 

      全粒穀物、果物、野菜、豆類、魚とアルコールの摂取増加および少ない肉に

ついて地中海食事スコア(MDS)を計算し、そして精製穀物、菓子とデザート、

加糖飲料とフライ食品の摂取増加で「西洋食事スコア」(WDS)を計算した。 

      MDSまたはWDSと心臓血管系死亡、非致死性の心筋梗塞または非致死性の

脳卒中で定義されるMACEの間の関連を、多変量Coxハザードモデルで評価

した。 

 

結  果： 中位数 3.7年の追跡後にMACEは、MDS≧15の被験者 2885人の 7.3％、

MDS13-14の被験者 4018人の 10.8％、そしてMDS≦12の被験者 8579人の

10.8％に起こった。 

      全ての共変数を調整後に、MDS＞12での 1点上昇は低いMACEと関連した

（＋１カテゴリー HR 0.95、95％CI 0.91-0.98、P=0.002）。 

      WDSとMACEの間には関連がなかった（調整モデルで＋１カテゴリー   

HR 0.99、95％CI 0.97-1.01）。 

 

結  論： 西洋の食事に典型的な不健康な食品を避けるよりも、健康的な食品の多量摂

取が冠状動脈性疾患の二次予防にもっと重要であると思われる。 

 


